
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ８月２２日（木）にスタートした８４日間の２学期が、本日終了しました。 

 ２学期には、宿泊学習やマラソン大会、学習発表会や一関地方音楽発表会等といった大きな行事が

行われ、どの取組の中でも輝きを増していく弥栄っ子の姿を見ることができました。持ち前の素直さ

を発揮しながら一人ひとりがよく努力するとともに、皆で協力した成果が現れていました。また、９

月に行われた市教育委員会主催の「総合訪問」では、授業を参観してくださった市教育委員を始めと

する多くの皆様に、弥栄っ子の学習に取り組む姿をほめていただきました。普段の授業で積み重ねて

いることの確かさを確認することができた機会になったと思います。大変充実した２学期になりまし

た。子供たちが存分に力を発揮できたのは、保護者の皆様のご支援があったおかげと感謝いたします。 

 明日１２月２４日（火）から１月１４日（火）までは、２２日間の冬休みとなります。規則正しい

生活と健康管理に心がけ、冬ならではの楽しい思い出がたくさんできる冬休みになることを願ってい

ます。 

 

 

  

 

２学期までに学習した漢字と算数の復習に取り組んだ「家庭学習がんばり期間」の成果を確かめ 

るテストの結果です。保護者の皆様には、コメント記入へのご協力、ありがとうございました。 

【合格者数】※（ ）は、満点合格者の人数 

１年生…国語６人(２人)、算数７人(５人)   ４年生…国語８人(３人)、算数６人(１人)   

２年生…国語５人(４人)、算数５人(１人)   ５年生…国語７人(３人)、算数４人(１人) 

３年生…国語６人(３人)、算数５人(３人)   ６年生…国語５人(４人)、算数６人(３人)  

 

 

２学期読書目標冊数（１・２年：４０冊、３・４年：３０冊、５・６年：２５冊）は、３９人が

達成しました！ 

【各学年の最多読者】 

１年生…佐藤 莉織さん １９８冊   ４年生…小野寺咲蓮さん ７９冊 

２年生…佐藤 絢音さん １２１冊   ５年生…菅原 聖さん  ４２冊    

３年生…石川 瑞さん   ８４冊   ６年生…熊谷ほのかさん ６５冊 

 

   

【各学年の最多走者】※今年度走った周数 

１年生…千葉 大和さん １３４４周  ４年生…岩渕 日咲さん ３５８周 

２年生…菅原恵二朗さん  ７０７周  ５年生…佐藤 銀仁さん ２８１周 

３年生…菅原 健さん   ７０４周  ６年生…熊谷 心羽さん ５００周 

 

 

☆２学期弥栄っ子テスト 

☆読書冊数 

☆マラソンで走った周数 

令和６年度 校報 
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【学校教育目標】 

進んで学び 心豊かで 
たくましい子どもの育成 

 

【具体目標】 

学ぶ子ども 
助け合う子ども 
きたえる子ども 

学年最多走者の表彰 

 



 

 

 １１月に児童会執行部からの提案で、「ありがとうの木」に全校で取り 

組みました。この取組は、今年度の児童会の重点の一つ「あったか言葉や 

ポジティブ言葉でいっぱいにしよう。」を受けたものです。「ありがとうの 

木」には、他の人への感謝の気持ちが書かれたりんごの実が、たくさん貼 

られていました。また、この他にも、普段の言葉遣いを見直す取組が、各 

学級で行われました。 

 テレビやインターネットでは、心無い言葉が人を傷つけたという出来事 

を伝えていることがあり、言葉が相手に与える影響について考え、使う言 

葉を選ぶという意識が、希薄になっていると感じる時があります。 

 １２月３日（火）の全校のつどいでは、校長から言葉について次のような話をしました。 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供たちには、他の人とよりよく関わるためのツールとして、使う言葉を大切にして欲しいと考え

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言葉の大切さを考える 

言葉には、他の人を元気づけたり、明るい気持ちにしたりする力があります。今、弥栄小学校でも児

童会の提案で、「ありがとうの木」に取り組んでいます。「ありがとう」という言葉も、言えば言うほど

相手も自分も幸せにすると言われています。ぜひ、あの木に「ありがとうの実」をたくさん実らせて、

弥栄小学校を「あったか言葉」でいっぱいにしてください。 

では、「あったか言葉」とは逆の「マイナス言葉」を使うとどうでしょうか。私は、あるテレビのＣ

Ｍで「言葉」について考えさせられたことがあります。それは、高校生くらいの男の子が、同級生に

「ウザイ！」と言ったことに対し、猫が「ウザイってなんだよ。ちゃんと言葉を使えよ。人間だろ。」

と注意をするＣＭです。猫の言葉には、どのような意味がこめられていると思いますか。 

「ウザイ」は、相手の心を傷つけたり悲しい気持ちにさせたりするだけで、ちゃんとした言葉ではな

い、ということなのかもしれません。言葉を話すことができる人間ならば、猫に恥ずかしくないように

相手に何かを伝える時には、しっかりとした言葉を使うべきですね。 （中略） 

ことわざに、「人をのろわば穴二つ」というものがあります。このことわざには「人に害を与えれ

ば、必ず自分にかえってくる」という意味があります。つまり、「人に悪口を言うと、必ず自分に悪い

ことが起こる。」ということです。実は、このことはただの迷信ではなく、脳の働きを調べている脳科

学でも、悪口を言えば言うほど、言った本人の脳の中に「コルチゾール」というよくないものが出てき

て自分の脳を攻撃し、脳の老化を早めてしまうということが分かっているそうです。 （中略） 

相手も自分も不幸にするマイナス言葉は使うべきではない、ということが分かります。 

○全校のつどい（12/3）校長の話より 

〈いじめの認知について〉 
 いじめの定義は、「一定の人間関係のある者から、心理的、物理的な攻撃を受けたことにより、

精神的な苦痛を感じているもの。（いじめか否かの判断は、いじめられる側の感じ方を尊重。）」と

されています。 

弥栄小学校では、日常観察の他に、年３回の児童を対象にした「生活アンケート」と教育相談

（おしゃべりタイム）、保護者の皆様へのアンケート等を実施し、定義に該当するような内容がな

いかを判断すると共に、あった場合には丁寧に対応することにしています。 

２学期のアンケートでは、該当する事案が１件あると判断しました。内容は、遊び方等につい

て「こうして欲しい。」という思いを抑えられず友達に強制してしまった、というものでした。当

該児童には、場面や場合に応じた自分の思いの伝え方や、気持ちのコントロールの仕方等につい

て指導しました。また、今後も、全教職員で様子を見守っていくことにしています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ことばのつどい」で発表 

図書祭りを行いました 

〇１１月２２日（金）４・５年
生 

〇１１月２６日（火）６年生 

５・６年生が福祉体験をしました 
 １１月２０日（水）の３校時に、社会福祉協議会の方を講師にお 

招きし、５・６年生が福祉体験をしました。この学習は、お年寄り 

や障がいをもつ方の不自由さについて体験をとおして理解を深め、 

福祉に対して関心を高めることをねらいとしています。 

 車椅子では、自分で操作しながら進行方向にある物を避けたり、 

車椅子に乗った友達を押しながら介助の仕方を練習したりしました。 

視覚障がいの体験では、白内障や視野狭窄になった時の見え方を、 

専用のゴーグルを着けることで確かめました。 

 最後の感想では、車椅子で段差を乗り越える時は、押すのも大変 

だが乗っている人も怖さを感じる、ということを話していました。 

体験をとおしてお年寄りや障がいをもつ方の大変さを実感した子供 

たち。相手のことを考えて声をかけることの大切さを学ぶことがで 

きました。 

 ４年生は、宮沢賢治作の物語「雪渡り」や藤哲生作の詩「と

びばこ だんだん」を、５年生は高見順作の詩「われは草なり」

を暗唱で発表しました。言葉に合わせて動きをつけたり、かけ

合いを取り入れたりと工夫しながらの発表に、見ていた子供た

ちからは、「よいテンポでリズムよく、発表していた。」「言葉が

しかり揃っていた。」等の感想が出されました。 

 ６年生は、「一つひとつはっきり、聞こえやすいように」をめ

あてに、「重ねことば」や秋の俳句と短歌、宮沢賢治作の詩「星

めぐりの歌」を、暗唱で発表しました。６年生らしい堂々とした

発表に、見ていた子供たちからは、「覚えづらそうなのに、すら

すら言っていてすごい！」「遠くまで届くように話していた。」 

等の感想が出されました。 

 １２月１０日（火）の弥栄っ子タイムに、図書委員会主催によ 

る「図書祭り」が行われました。 

内容は、図書クイズと大型絵本の読み聞かせでした。図書クイ 

ズでは、国語の教科書に紹介されている物語に関係した問題が、 

各学年に出されました。学年によっては、なかなか難しかったら 

しく、頭をひねる様子が見られました。大型絵本の読み聞かせで 

は、図書委員の子供たちが、「きたきつねのゆめ」を情感たっぷ 

りに発表しました。子供たちは、楽しい時間を過ごしながら本への興味・関心を高めることができ

たようです。 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○冬季休業中の夜間・休日・閉庁日の緊急連絡は、下記にお願いします。 

  校長（栃内）携帯  ０９０－４６３７―６２０４ 
※つながらない場合 
一関市教育委員会学校教育課（花泉支所内） ８２－２２３９ まで 

○体育館照明ＬＥＤ化改修工事が、１月２０日(月)～２３日(水)に行われます。 

  
 

 

 

 

１日（水） 元日 

２日（木） 学校閉庁日 

３日（金） 学校閉庁日 

６日（月） 仕事始め 

１３日（月） 成人の日 

１５日（水） 第３学期始業式 

１７日（金） ＡＬＴ、わかくさ号、クラブ 

２０日（月） 集金日、復興の日 

２１日（火） 児童のつどい、登校班集会、 

       薬物乱用防止教室（６年） 

２４日（金） ＡＬＴ、市漢字力だめし、 

       委員会 

２８日（火） ＡＬＴ、児童会役員紹介式、 

       代表委員会 

３１日（金） 校内なわとび大会、 

クラブ 

 

 

 

入賞おめでとう！ 

第２１回 
みちのく「二夜庵」俳句大会  

夏
祭
り 

そ
で
を
ぬ
ら
し

て
金
魚
す
く
い 

「奨励賞」 
４年 菅原 奈美さん  

一関市消防本部主催 
「防火ポスター」コンクール  

「佳作」 
４年 菅原 奈美さん  

第３１回 私の街に 
「こんなトラックあったら
いいな」絵画コンクール  

「佳作」 
１年 佐々木晴輝さん  

 弥栄小学校の校歌を作詞・作曲した小野寺康氏のご子息である 

小野寺洋様から、小野寺康氏の手書きによる校歌歌詞のパネルを 

寄贈していただきました。日常的に子供たちの目にふれることが 

できるようにしたいとの考えから、２階の情報スペースに展示し 

ています。 

弥栄小学校の校歌は、統合前の平沢小学校の校歌を引き継いだ 

ものであるため、３番の歌詞「集い睦て弥栄に」の部分が「集い 

睦て平沢に」となっています。学校の歩みを知ると共に、その書 

から伝わってくる思いを感じ取り、これまで以上に子供たちが、 

校歌を大切に歌い継いでくれるものと考えています。 

「情報スペース」に展示したパネル 

校歌の歌詞パネルを寄贈していただきました 


